
表紙の写真
平成15年、多賀町ささゆり

むすめのおふたりを紹介します。

土
ど

坂
ざ か

聡
さ と

子
こ

（久徳）

★特技・趣味 琴、映画鑑賞

★ささゆりむすめになって思うこと

今年１年、多賀町の良さをどん

どんアピールしていきたいと

思います。

★将来について 夢である幼稚

園の先生になりたいと思ってい

ます。

狩野
か の

愛
あ い

子
こ

（多賀）

★特技・趣味 ピアノ、声楽

★ささゆりむすめになって思うこと

笑顔で元気よく、多賀をＰＲし

たいと思います。

★将来について ずっと音楽を

楽しんで、一生音楽を続けた

いです。
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鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定

多賀町町民憲章

ふるさとクロスワードパズル

ヒント■一攫千金、狙っ
てみます？

もんだい■
クロスワードを解答して、
二重枠の文字を並び替え
てできる言葉をお答えく
ださい。

先
月
号
の
こ
た
え
は
…

タ
カ
ト
リ
フ
レ
ア
イ
マ
ツ
リ

（
た
か
と
り
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
）で
し
た
。

①
お
り
ひ
め
と
ひ
こ
ぼ
し
が
会
い
ま
す
。

②
平
安
時
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る

陣
取
り
ゲ
ー
ム
。

③
風
害
を
防
ぐ
た
め
の
森
林
。

④
池
田
高
校
野
球
部
の
有
名
な
元
監

督
。

⑤
し
き
っ
た
土
地
。

⑥
危
険
な
曲
芸
を
す
る
車
。

⑨
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
で
カ
ー
ド
を

配
り
開
始
さ
せ
る
人
。

⑫
ス
ー
プ
に
浮
か
べ
て
あ
る
パ
ン
。

⑯
押
す
と
チ
ン
と
鳴
い
て
お
金
を
出

す
も
の
。

⑰
な
ぞ
な
ぞ
で
す
。「
い
つ
も
驚
い
て

い
る
器
は
な
あ
に
？
」

縦
の
カ
ギ

官
製
は
が
き
で
、
解
答
と
「
広
報
た

が
」
へ
の
お
た
よ
り
（
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
・
イ
ラ
ス
ト
）
や
ご
意
見
を
役
場

企
画
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
有
線

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
結
構
で
す
。

有
線
Ｆ
Ａ
Ｘ
2-

2
0
1
8

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

<
ta
g
a
@
ta
g
a
to
w
n
.jp
>

締
め
切
り
は
平
成
１５
年
8
月
１０
日
で

す
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１０
人
の

方
に
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
発
表

は
景
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
お
た
よ
り
の
内
容
は
抽
選
と

は
無
関
係
で
す
。

応
募
方
法

広
報
た
が

多賀町 ひとの動き （平成15年6月末 現在）

世　　帯　　数 2,565世帯（＋1）

人　口
8,555人
（＋2人）

男　性 4,071人（＋3）

女　性 4,484人（－1）

編／集／後／記
夏ももうすぐですねs今月号の

すぽーつらんどにも掲載されて

いますが、夏といえば海・プー

ルですね。でも、実は泳いだこ

とがないのです…s今年こそ

は！、ということで、今、海洋

センターの基本水泳教室に通っ

ています。昨日行ったのですが、

今日は筋肉痛…s早く泳げるよ

うになりたいなぁ。

kikaku@tagatown.jp （は）

古
紙
配
合
率
100％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

①携帯用の冷蔵容器。

⑦子の子。

⑧はかなく消えやすいことのた

とえ。

⑨仕事が休みのこと。

⑩音⇔○○。

⑪関係者だけの内情。

⑬いたずらっこ。

⑭傾斜している道。

⑮流行。

⑱おやつの時間。

⑲元素記号　Au。

横のカギ
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チャレンジデー2003勝利
老壮大学開校式
市町村合併を考える

麻しん予防接種を受けましょう
ふるさとクロスワードパズル
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★多賀町ホームページでもご覧いただけます★



■ 広報 2003年7月号3

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
0
3

加
茂
町（
島
根
県
）に
み
ご
と
勝
利
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
0
3

加
茂
町（
島
根
県
）に
み
ご
と
勝
利
！

5
月
28
日
に
行
わ
れ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
0
3
に
、
多
賀
町
は
2
度
目
の
参
加
を
し

ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
毎
年
5
月
の
最
終
水
曜
日
に
行
わ
れ
、
町
内
で
15
分
以
上
継
続
し

て
運
動
し
た
方
の
参
加
率
を
、
人
口
等
が
ほ
ぼ
同
じ
市
町
村
で
対
戦
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
対
戦
相
手
、
島
根
県
加
茂
町
は
、
初
回
か
ら
10
年
連
続
出
場
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
毎
回
、
参
加
率
が
70
％
を
超
え
る
と
い
う
強
豪
で
し
た
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
の
お
か
げ
で
、
多
賀
町
は
78
・
3
％
の
参
加
率
を
あ
げ
、

み
ご
と
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

2003年7月号 広報 ■ 2

多賀町最終詳細データ
◇集落（企業で参加された

町内在勤者も含まれています）

3,878人（57.8％）

◇企業・事業所（町外からの在勤者）

1,718人（25.6％）

◇保育園・幼稚園・小学校・中学校

1,061人（15.8％）

◇運動施設（各体育館等の施設利用者）

51人（0.8％）

参加者人数と参加率の結果

基準人口：多賀町…8,567人　加茂町…6,840人

13：00 17：00 最終

多賀町
参加者(人) 584 2,202 6,708

参加率(%) 6.4 25.7 78.3

加茂町
参加者(人) 609 1,375 4,811

参加率(%) 8.9 20.1 70.3

▲さぁ、出発だ！
（ピカコーポレーション）

▲さぁ、元気よく体操！（犬上ハートフルセンター）

▲廊下でも気軽に体操（森下仁丹）

▲老若男女楽しくナイトウォーキング（大岡）▲おはよう！ラジオ体操（中川原）

▲みんな仲良くラジオ体操（一ノ瀬）

▲道路清掃を兼ねたウォーキング（甲頭倉）



多賀町の�

文化財�
センター通信�

http://www.biwa.ne.jp/~taga-mus/akebono/bunkazai/
有線●2-0348　電話●48-0348�

E-mail bunkazai@tagatown.jp

多賀町の�

文化財�

藤
林
麻
弥
イ
ラ
ス
ト
展

昨
年
、
県
立
高
校
の
先
生
が
自
費
出
版
さ

れ
て
話
題
に
な
っ
た
絵
本
「
赤
い
電
話
」
の
原

画
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
人
々
の
日
常
の

ひ
と
コ
マ
を
感
性
豊
か
な
、
や
さ
し
い
目
線

で
描
い
た
水
彩
画
の
世
界
を
展
示
し
ま
す
。

期
間

7
月
23
日
（水）
〜
8
月
10
日
（日）

会
場

対
面
朗
読
室

出
展

藤
林
　
麻
弥
さ
ん

お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
話
の
世

界
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
9
日
（土）
、16
日
（土）
、23
日
（土）
15
時
〜

場
所

絵
本
コ
ー
ナ
ー

映
画
会

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
ゆ
っ
た
り
と
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
2
日
（土）
15
時
〜

場
所

2
階
大
会
議
室

内
容

「
お
ば
け
の
バ
ー
バ
パ
パ
」

土
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
、
へ
ん
て
こ
り
ん

な
オ
バ
ケ
そ
れ
が
バ
ー
バ
パ
パ
で
す
。

バ
ー
バ
パ
パ
と
マ
マ
、
そ
し
て
7
人
の
子

ど
も
た
ち
は
、
自
然
を
愛
し
な
が
ら
、
力
を

あ
わ
せ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
バ
ー

バ
パ
パ
が
大
活
躍
す
る
お
話
で
す
。

科
学
あ
そ
び
の
会

手
づ
く
り
ス
ラ
イ
ム
に
挑
戦
し
ま
す
。

日
時

8
月
9
日
（土）
15
時
〜

会
場

2
階
　
大
会
議
室

対
象

小
学
生
以
上
　
20
人

申
し
込
み

7
月
19
日
（土）
10
時
か
ら

先
着
順
（
電
話
申
し
込
み
可
）

皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
趣
味
の
発
表
や

展
示
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
横
に
あ
る
対
面
朗

読
室
で
は
皆
さ
ん
の
趣
味
の
発
表
や
展
示
の

場
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
個
人
や

家
族
、
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
つ
く
っ
た
、
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
や
陶
芸
、
絵
画
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
作
品
の
展
示
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
詳
し
く
は
、
図
書
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。）

講
　
師

鈴
木
　
康
二
氏

（
（財）
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
）

参
加
費

1
0
0
円（
傷
害
保
険
料
と
し
て
）

定
　
員

20
人

対
　
象

小
学
生
〜
一
般

（
小
学
4
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

受
　
付

7
月
26
日
（土）
か
ら
文
化
財
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

文
化
財
ト
ピ
ッ
ク
ス

勾
玉

ま
が
た
ま

勾
玉

ま
が
た
ま

は
、
縄
文
時
代
の
終
わ
り
か
ら
古
墳

時
代
に
か
け
て
、
ヒ
ス
イ
や
メ
ノ
ウ
、
水
晶

な
ど
を
材
料
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
勾
玉

ま
が
た
ま

の
形
は
、
動
物
の
牙
の
装
飾
品
か

ら
発
展
し
た
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
、
三
日
月
、
胎
児
な
ど
を
模
し
た
と
す
る

説
が
あ
り
ま
す
。
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特
別
展

ゾ
ウ
の
始
ま
り

日
本
初
公
開
！

ゾ
ウ
の
仲
間
の
祖
先
―
ヌ
ミ
ド
テ
リ
ウ
ム
（頭）
・

フ
ォ
ス
フ
ァ
テ
リ
ウ
ム
（歯）

ゾ
ウ
は
現
在
、
世
界
に
3
種
類
（
ア
フ
リ

カ
ゾ
ウ
・
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
・
マ
ル
ミ
ミ
ゾ
ウ
）

し
か
い
ま
せ
ん
。

む
か
し
は
、
1
6
0
種
類
ぐ
ら
い
い
た
こ

と
が
化
石
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
ゾ
ウ
の

最
初
の
祖
先
は
、
現
在
の
ゾ
ウ
よ
り
小
さ
く

て
、
大
き
な
イ
ヌ
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
化
石
が
20
年
ほ
ど
前
か

ら
次
々
と
見
つ
か
り
、
ゾ
ウ
の
進
化
の
様
子

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
化
石
は
、
日
本
で
は
ま
だ
公
開

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
の
2
種
類
、

ヌ
ミ
ド
テ
リ
ウ
ム
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
産
）
の

頭
と
フ
ォ
ス
フ
ァ
テ
リ
ウ
ム（
モ
ロ
ッ
コ
産
）

の
歯
を
展
示
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
そ
の
後

の
進
化
を
示
す
そ
の
他
の
歯
や
頭
、
顎あ

ご

の
化

石
も
展
示
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
も
ゾ
ウ
と
同
じ
く
ア
フ
リ
カ

起
源
の
動
物
で
あ
り
、
近
年
の
相
次
ぐ
化
石

の
発
見
に
よ
り
、
人
の
進
化
に
つ
い
て
の
見

方
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
人
の

進
化
の
最
新
事
情
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
す
。

開
催
期
間

8
月
2
日
（土）
〜
9
月
28
日
（日）

※
入
場
無
料

関
連
行
事
　
講
演
会

ゾ
ウ
の
仲
間
の
進
化

日
時

8
月
3
日
（日）
14
時
〜
16
時

場
所

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
大
会
議
室

講
師

三
枝
　
春
生
氏
（
姫
路
工
業
大
学
）

※
参
加
費
無
料
・
申
し
込
み
不
要

催
し
物
の
ご
案
内

●
文
化
財
講
座

日
　
時

8
月
2
日
（土）

14
時
〜
16
時

場
　
所

文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
研
修
室

内
　
容
「
敏
満
寺
と
信
長
」

織
田
信
長
に
よ
っ
て
焼
き
討
ち
さ
れ

た
敏
満
寺
に
つ
い
て
、
発
掘
調
査
の
成

果
を
も
と
に
な
ぞ
に
せ
ま
り
ま
す
。

講
　
師

横
田
　
洋
三
氏

（
（財）
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
）

受
講
料

無
料

対
　
象

中
学
生
〜
一
般

受
　
付

7
月
19
日
（土）
か
ら
博
物
館
か
文
化

財
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
体
験
教
室

日
　
時

8
月
9
日
（土）

13
時
30
分
〜
16
時

場
　
所

文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
研
修
室

内
　
容

「
勾
玉

ま
が
た
ま

を
つ
く
ろ
う
」

勾
玉

ま
が
た
ま

つ
く
り
の
体
験
教
室
で
す
。

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
玉
の
お
話
も
あ

り
ま
す
。
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M U S E U M

I N F O R M A T I O N

多賀の自然と文化の館�

情報BOX博物館
�

博物館
�

お問い合わせ先
多賀の自然と文化の館（多賀町立博物館）

有線●2-2077 電話●48-2077 ファクシミリ●48-8055
休館日●毎週月・火曜日、祝日の翌日

多賀の自然と文化の館ホームページ
http://www.tagatown.jp/akebono/
http://www.biwa.ne.jp/̃taga-mus/
E-mail taga-mus@mx.biwa.ne.jp 

図書館�
ニュース

お問い合わせ先
多賀町立図書館（あけぼのパーク多賀）
有線●2-1142 電話●48-1142

休館日●毎週月・火曜日、毎月最終木曜日、祝日の翌日（平日）
E-mail tosho@tagatown.jp 

8月�

日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24

31

25 26 27 28 29 30

1 2

9月�

日� 月� 火� 水� 木� 金� 土�

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

1 2 3 4 5 6

▲5月に行われた「なかよし8人組パッチワーク展」
のようす

■…休館日
※9月は蔵書整理のため24日から30日
の間は休館となります。

ゾウの最初の祖先!! ヌミドテリウムの
頭蓋。写真上は右から、写真下は前か
ら見たところ。



6
月
18
日
、
あ
い
に
く
の
大
雨
の
中
、
多

賀
町
生
涯
学
習
講
座
「
老
壮
大
学
」
開
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
の
こ
と
ば
、
国
歌

斉
唱
に
続
き
町
民
憲
章
の
唱
和
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

受
講
生
の
紹
介
を
、
お
一
人
ず
つ
お
名
前

を
お
呼
び
す
る
形
で
進
め
ら
れ
、
受
講
生
の

中
に
は
大
き
な
声
で
返
事
を
さ
れ
る
方
も
あ

り
、
こ
の
大
学
で
の
学
び
に
大
き
な
期
待
と

情
熱
を
注
い
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

開
講
に
あ
た
っ
て
松
宮
教
育
長
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
来
賓
の
祝
辞
に
続
き
多
賀
町

民
の
歌
を
全
員
で
斉
唱
し
ま
し
た
。

開
講
式
に
引
き
続
い
て
、
第
1
回
講
座

「
わ
が
町
多
賀
」
と
い
う
演
題
で
夏
原
覚
町

長
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。
合
併
・
ダ

ム
・
広
域
農
道
・
少
子
高
齢
化
問
題
な
ど
多

賀
町
の
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
将
来

の
展
望
も
交
え
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
「
老
壮
大
学
」
の
ね
ら
い
は
、『
学

習
と
交
流
』
に
重
き
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
趣
味
や
特
技
の
技
量
を
高
め
る
こ
と

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
交
流
を
通
し
て
お
互

い
の
話
を
し
、
健
康
を
祝
い
、
こ
れ
か
ら
も

生
涯
に
わ
た
る
学
び
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い

生
き
方
を
め
ざ
す
生
き
が
い
づ
く
り
に
ね
ら

い
が
あ
り
ま
す
。

開
講
式
の
休
憩
時
間
に
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
会
話
に
花
が
咲
き
、
久
し
ぶ
り
の
出
会
い

を
喜
ば
れ
て
い
る
方
が
た
い
へ
ん
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
去
年

よ
り
も
参
加
者
が
増
え
、
新
し
く
受
講
さ
れ

る
方
も
増
え
て
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
6
割

以
上
の
出
席
で
修
了
証
を
出
し
て
い
き
た
い

と
い
う
事
務
局
か
ら
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

修
了
証
を
多
く
の
方
に
も
ら
っ
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
受
講
し
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
涯
学
習
を
輝
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
１５
年
度

多
賀
町
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の

開
始
に
あ
た
っ
て

〜
今
年
は
第
35
回
青
少
年
育
成
大
会
〜

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

会
長
　
土
田
雅
孝

平
素
は
、
多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
町
民
皆
々
様
に
は

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
14
年
中
、
滋
賀
県
警
察
本
部

に
検
挙
・
補
導
さ
れ
た
少
年
（
道
路
交
通
法

に
違
反
し
た
少
年
を
除
く
）
は
、
1
5，

8

6
4
人
、
逮
捕
さ
れ
た
少
年
は
2
1
5
人
で

過
去
最
高
の
数
値
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
と

く
に
、
逮
捕
さ
れ
た
女
子
は
23
人
で
、
前
年

に
比
べ
る
と
3
倍
強
、
検
挙
・
補
導
さ
れ
た

女
子
も
大
幅
に
増
加
し
、
女
子
非
行
が
質
・

量
と
も
に
悪
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
現
実
を
ふ
ま
え
て
、
今
年
度

も
「
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で
守
り
育
て

る
」
を
合
言
葉
に
地
域
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
「
愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
」
や
諸
活
動

を
行
い
、
大
人
が
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

を
温
か
く
見
守
り
、
と
き
に
は
励
ま
し
、
と

き
に
は
注
意
や
助
言
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
連
帯
の
輪
を
広
げ
て
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
育
成
を
は
か
る
積
極
的
な
活
動
を

実
施
し
て
参
り
ま
す
。

町
内
の
あ
る
標
語
に
「
今
日
の
出
愛
明
日

の
ふ
れ
愛
助
け
愛
」と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
、「
大
人

が
変
わ
れ
ば
、
子
ど
も
も
変
わ
る
」
運
動
か

ら
「
た
く
ま
し
く
伸
び
よ
う
伸
ば
そ
う
多
賀

の
子
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
青
少
年
育

成
関
係
機
関
団
体
等
と
連
携
を
は
か
り
つ
つ

会
員
相
互
が
一
丸
と
な
っ
て
青
少
年
健
全
育

成
運
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
第
35
回
と
い
う
節
目
の

記
念
大
会
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
秋

の
育
成
大
会
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。
今
後
、
町
民
皆
々
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
得
ま
し
て
推
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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夏がやってきました。
もう海洋センターのプールに来てくださいましたか？
少し足をのばして、海へ出かけられる方もあると思います。潮の
香やいろいろな生物も発見でき、自然とふれあうことができます。
しかし、大自然はいつもキゲンがいいわけではありません。
水難事故のほとんどは、水泳中より衣類を着ている水遊びや釣り
のときに起こっています。まず、あわてず力を抜いて浮くことが大
切です。
また、救助に伴う二次災害もよく報道されます。服を着たままの
救助はできるだけ避け、陸からベルトや棒、浮き輪、ロープ、ビニ
ール袋、少し水の入ったペットボトルなど、身近にあるものを投げ
て救助しましょう。ルールを守って楽しく過ごしましょう。

県
大
会
犬
上
郡
予
選

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
野
球
は
多
賀
町
が
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
は
豊
郷
町
が
、
そ
れ
ぞ
れ
県
民

体
育
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

《バレーボール》
多賀町チーム　21‐16 甲良町チーム

多賀町チーム　21‐14 甲良町チーム

《野　　　　球》
多賀町チーム　6  ‐ 0 豊郷町チーム

《ソフトボール》
豊郷町チーム　15‐12 甲良町チーム

第
23
回
高
円
宮
賜
杯

全
日
本
学
童
軟
式
野
球
滋
賀
大
会

今
年
も
滋
賀
県
1
8
0
チ
ー
ム
の
代
表
と

な
っ
た
、
多
賀
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
は
、
8
月

2
日
か
ら
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
挑
み
ま
す
。
辻
正
人
監
督
は
、「
全
国
で

負
け
た
試
合
の
内
容
を
も
う
一
度
分
析
し
全

国
で
勝
て
る
チ
ー
ム
に
し
、
大
会
に
臨
み
た

い
！
」と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
主
将
を
務
め
る
新
谷
友
君
も
、「
優

勝
す
る
ぞ
！
」と
眼
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

入
団
式
＆
交
流
会

6
月
14
日
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
7

団
が
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

着
て
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
ま
し
た
。

入
団
式
で
は
56
人
の
新
入
団
員
が
紹
介
さ

れ
、
そ
の
後
、
各
団
の
練
習
の
一
部
を
実
技

披
露
し
て
く
れ
、
こ
れ
に
は
交
流
会
に
参
加

し
て
く
れ
た
皆
が
熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
い
つ
も
と

違
う
メ
ン
バ
ー
で
戦
い
、そ
し
て
最
後
に
は
、

お
楽
し
み
抽
選
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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お問い合わせ先
多賀町B&G海洋センター

有線●2-1625 電話●48-1625 ファクシミリ●48-1884
E-mail bg@tagatown.jp

公民館だより 有線　3-3962・3-3740
電話　48-1800 E-mail s-ed@tagatown.jp

い
く
せ
い
★

多
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

多
賀
町
生
涯
学
習
講
座

老
壮
大
学
開
講
式

4年連続
出場！
多賀

少年野球クラブ

5‐1

神照野球
スポーツ少年団

海
洋
セ
ン
タ
ー
　
8
月
の
休
館
日

6
（水）
・
11
（月）
・
14
（木）
・
15
（金）
・
１６
（土）
・

18
（月）
・
25
（月）



麻
疹し

ん

（
は
し
か
）
は
、
発
熱
、
発
疹し

ん

の
み
で

な
く
、
脳
炎
、
脳
症
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の

あ
る
大
変
こ
わ
い
病
気
で
す
。
そ
の
た
め
、

麻
疹し

ん

の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
な

予
防
法
と
い
え
ま
す
。

麻
疹し

ん

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
高
く
、
95
％
以

上
の
接
種
者
に
抗
体
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
か
り
や
す
い
1
歳
か
ら
2
歳
の
間
に
接

種
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
1
歳
の
誕
生
日
を
越
え
た
ら
す
ぐ
に
接

種
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

下
記
の
医
療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

○
電
話
で
の
予
約
制
で
す
。

○
対
象
は
、
麻
疹し

ん

の
接
種
を
受
け
ず
、
罹
患

し
た
こ
と
の
な
い
1
歳
か
ら
7
歳
5
カ
月

6月・11月に接種できる

町内の医療機関
小菅医院（多賀診療所）
多賀1328 48‐1650

小菅医院（敏満寺）
敏満寺1261 48‐0024

大辻医院（土田）
土田783 48‐0595

大辻医院（川相）
川相245 47‐1856

１年中接種できる病院

彦根市立病院
彦根市八坂町1882 22‐6050
友仁山崎病院
彦根市竹ケ鼻町80 23‐1800
彦根中央病院
彦根市西今町421 23‐1211
豊郷病院
豊郷町八目12 35‐3001

ま
で
の
幼
児
と
な
り
ま
す
。

○
接
種
料
金
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
接
種

を
受
け
に
行
か
れ
て
も
、
診
察
後
接
種
不

適
当
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
診
察
料
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
の
体

調
の
良
い
と
き
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

○
予
診
票
、母
子
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
あ
ら
か
じ
め
渡
し
て
あ
り
ま
す
予
防
接
種

手
帳
を
よ
く
読
ん
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
多
賀
町
総
合

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

所
得
状
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く
！

手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
か
、
停
止

さ
れ
て
い
る
か
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の

受
給
者
は
、
毎
年
1
回
左
記
の
期
間
に

必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
届
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
を
出
さ
な
い
と
、
そ
の
年
の
8

月
以
降
の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
2
年
間
届
を
提
出
し

な
い
で
い
る
と
、
手
当
を
受
け
る
資
格

が
な
く
な
り
ま
す
。

○
提
出
期
間

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

8
月
1
日
（金）
〜
同
29
日
（金）

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
現
況
届

8
月
11
日
（木）
〜
9
月
10
日
（水）

※
提
出
し
て
い
た
だ
く
届
出
書
類
が
受

付
開
始
日
ま
で
に
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
や
、
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
福
祉
保
健
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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台
風
に
備
え
て

皆
さ
ん
は
、
台
風
に
備
え
て
の
準
備
は
万

全
で
す
か
？

毎
年
8
月
、9
月
の
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
台
風
に
備
え
て
の
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

1．

台
風
が
近
づ
い
て
き
た
ら
気
象
情
報
を

よ
く
聞
き
、
不
要
不
急
の
外
出
や
旅
行
は

や
め
る
。

2．

家
の
周
り
の
点
検
を
す
る
。
①
風
に
飛

ば
さ
れ
そ
う
な
物
を
取
り
込
む
。
②
物
干

し
や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
小
物
を
片
づ
け
る
。

3．

必
要
な
も
の
は
、
早
め
に
準
備
す
る
。

①
停
電
に
備
え
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電

灯
や
予
備
の
電
池
を
用
意
し
て
お
く
。
②

飲
料
水
や
、
非
常
食
を
用
意
し
て
お
く
。

③
緊
急
避
難
に
備
え
、
非
常
持
ち
出
し
品

の
点
検
を
し
て
お
く
。

4．

住
ま
い
の
補
修
を
す
る
。
①
瓦か

わ
ら

、
ト
タ

ン
な
ど
の
屋
根
の
点
検
、補
強
し
て
お
く
。

②
風
や
飛
来
物
に
よ
る
破
壊
か
ら
ガ
ラ
ス

窓
を
守
る
た
め
の
工
夫
を
す
る
。
③
ア
ン

テ
ナ
や
煙
突
な
ど
を
固
定
す
る
。

5．

土
砂
崩
れ
や
、
浸
水
が
起
き
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
は
速
や
か
に
避
難
す
る
。

以
上
が
台
風
時
の
お
も
な
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
で
す
が
、
各
家
庭
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ

工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

花
火
に
よ
る
火
災
の
防
止

夏
の
夜
空
を
彩
る
花
火
は
、
鮮
や
か
な
幻

想
の
世
界
で
あ
り
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
大

人
も
楽
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
反
面
、
火
を

使
っ
た
遊
び
で
あ
る
た
め
、
毎
年
花
火
が
原
因

と
な
る
火
災
や
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
花
火
を
楽
し
く
安
全
に
遊
ぶ
た

め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

ま
ず
、
花
火
は
必
ず
説
明
書
を
読
ん
で
か

ら
点
火
し
、
建
物
か
ら
で
き
る
だ
け
離
れ
、

周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
が
な
い
場
所
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
風
の
強
い
日
は
火
の
粉
が
飛
び
火

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
同
様
に
、
空
気
が

乾
燥
し
て
い
る
時
も
飛
び
火
し
や
す
い
の
で

花
火
を
す
る
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
必
ず
用

意
し
、
マ
ッ
チ
や
花
火
の
燃
え
カ
ス
は
一
度

バ
ケ
ツ
の
中
に
入
れ
、
確
実
に
消
火
し
て
か

ら
捨
て
ま
し
ょ
う
。

以
上
、
こ
れ
ら
の
注
意
を
守
り
、
楽
し
い

花
火
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。
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な
ぜ
？

工
藤
　
直
子

べ
ん
き
ょ
う
は

な
ぜ
　
し
な
く
て
は
い
け
な
く
て

ひ
ろ
っ
た
犬
は

な
ぜ
　
す
て
な
く
て
は
　
い
け
な
い
の
か
な
あ

あ
の
日
　
犬
と
わ
た
し
は
　
目
が
あ
っ
た

目
が
あ
え
ば
　
カ
ナ
ブ
ン
で
も
毛
虫
で
も
　
見
す
て
て
は
い
け
な
い

あ
れ
は
　
生
き
物
の
合
図
だ
か
ら

だ
い
て
帰
る
あ
い
だ
だ
け
　
犬
も
わ
た
し
も
わ
ら
っ
た

「
せ
め
て
食
べ
さ
せ
て
か
ら
　
す
て
ま
し
ょ
う
」

と
　
お
と
な
が
い
っ
た

い
け
な
い
　
そ
れ
は
断
じ
て
や
さ
し
さ
で
は
な
い

愛
で
は
な
い

―
―
　
お
な
か
を
パ
ン
パ
ン
に
ふ
く
ら
ま
せ
て

し
っ
ぽ
を
ふ
っ
て
い
た
子
犬
よ
！
　
―
―

そ
の
夜
わ
た
し
は
　
世
界
じ
ゅ
う
と
　
他
人
に
な
っ
た

歯
は

な
ぜ
　
み
が
か
な
く
て
は
い
け
な
く
て

ひ
ろ
っ
た
犬
は

な
ぜ
　
す
て
な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
な
あ

▼
工
藤
直
子
著
『
あ
い
た
く
て
』
大
日
本
図
書
、
1
9
9
1
年
所
収
。

▼
生
死
に
言
及
す
る
作
者
の
「
こ
こ
ろ
」
の
眼め

の
た
し
か
さ
を
、
存
分
に
味
わ
っ
て

み
た
い
の
で
す
。

人
権
読
本
　
じ
ん
け
ん
の
詩
（
明
石
書
店
）

編
者
　
今
野
敏
彦

【じんけんのしせん】
人 権 の 視 線人権の詩

う た

電話●48-8121
E-mail somu@tagatown.jp 総務課

消防
犬上分署・多賀町消防団

平
成
１５
年
度
　
防
火
標
語
　

そ
の
油
断
火
か
ら
炎
へ
災
い
へ

保健師です

こんにちは！

福祉保健課（有）2-2021（電）48-8115
E-mail hoken@tagatown.jp

麻
疹
（
は
し
か
）
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。こ

れ
か
ら
も
よ
い
歯
で

第
1
回
多
賀
町
母
と
子
の
良
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
が
、
5
月
26
日
に
総
合
福

祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
の
3
歳
半
健
診
で
む
し
歯
の

な
か
っ
た
子
ど
も
さ
ん
と
お
母
さ
ん
を

対
象
に
歯
科
健
診
を
行
い
、
歯
科
衛
生

士
さ
ん
か
ら
む
し
歯
予
防
に
つ
い
て
の

お
話
を
聞
い
て
、
歯
に
対
す
る
意
識
を

高
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
、
第
1
位
に
久

徳
の
夏
原
好
望
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

し
　
ん



福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
乳
幼
児
、
重
度

心
身
障
害
者
（
児
）、
65
〜
69
歳
老
人
、
母

子
家
庭
お
よ
び
父
子
家
庭
、
ひ
と
り
暮
ら
し

寡
婦
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
寡
婦
、
重
度
心

身
障
害
老
人
等
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
方
々
の
保
健
の
向
上

と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
福
祉
施
策
の
ひ
と
つ
で
す
。（
平

成
15
年
8
月
1
日
に
福
祉
医
療
助
成
制
度
の

一
部
に
改
正
が
あ
り
ま
す
。）

こ
れ
ら
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

更
新
申
請
書
を
7
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

多
賀
町
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
者

は
表
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
を
除

い
て
、
助
成
対
象
者
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び

扶
養
義
務
者
に
一
定
の
所
得
が
あ
る
場
合
に

助
成
対
象
者
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
環
境
生

活
課
（
（電）
4
8
‐
8
1
1
4
、
（有）
2
‐
2
0

3
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

乳
幼
児
福
祉
医
療
費
助

成
制
度
が
変
わ
り
ま
す

平
成
15
年
7
月
31
日
ま
で

対
象
年
齢

3
歳
未
満

自
己
負
担
金

な
し

平
成
15
年
8
月
1
日
か
ら

対
象
年
齢

【
通
院
】
4
歳
未
満

【
入
院
】
就
学
前
ま
で
（
小
学
校
入
学
前

の
3
月
31
日
ま
で
）

自
己
負
担
金

【
通
院
】
1
診
療
報
酬
明
細
書
当
た
り
上
限

5
0
0
円
（
た
だ
し
、
調
剤
報

酬
明
細
書
に
は
適
用
し
な
い
）

【
入
院
】
1
日
当
た
り
1，

0
0
0
円
、

月
額
1
4，

0
0
0
円
を
上
限

と
す
る

※
8
月
1
日
か
ら
、
4
歳
未
満
の
対
象
者
に

受
給
券
を
新
た
に
交
付
し
ま
す
。
対
象
者

に
は
、
交
付
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
交
付
手
続
き
（
7
月
末
予
定
）
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
4
歳
以
上
の
対
象

者
が
入
院
に
よ
り
自
己
負
担
金
の
上
限
を

超
え
た
場
合
は
、
役
場
環
境
生
活
課
ま
で
、

払
い
戻
し
の
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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6
月
25
日
、
甲
良
町
公
民
館
に
お
い
て
第

10
回
彦
根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀
町

合
併
協
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
10
回
合
併
協
議
会
の
内
容
を
報
告
い
た

し
ま
す
。

新
市
建
設
計
画
報
告
事
項

ま
ず
、
報
告
事
項
と
し
て
新
市
建
設
計
画

小
委
員
会
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

新
市
建
設
計
画
の
構
成

・
合
併
関
係
市
町
の
状
況

・
主
要
指
標
の
見
通
し

・
新
市
建
設
の
基
本
方
針

・
新
市
の
施
策

・
公
共
的
施
設
の
適
正
配
置
と
整
備

・
財
政
計
画
等

策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
9
月

ま
で
に
建
設
計
画
の
素
案
（
中
間
報
告
）
を

作
成
し
、
10
月
に
中
間
住
民
説
明
会
を
行
う

よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

協
議
事
項

協
議
事
項
と
し
て
各
種
事
務
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て
（
そ
の
2
）
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
教
育
総
務
関
係
・
文
化
財
関

係
・
図
書
館
・
博
物
館
関
係
に
つ
い
て
で
あ

り
、
教
育
総
務
関
係
で
は
、
学
区
編
成
に
関

す
る
こ
と
が
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
関
係
で
は
、
文
化
財
保
護
に
関
す

る
こ
と
は
、
彦
根
市
の
体
制
を
基
本
に
新
市

に
お
い
て
調
整
し
、
施
設
の
管
理
運
営
に
つ

い
て
は
各
市
町
の
体
制
を
新
市
に
引
き
継
ぐ

こ
と
等
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

図
書
館
・
博
物
館
関
係
で
は
、
図
書
館
・

博
物
館
の
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と
が
、
現

行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

次
回
協
議
事
項

Ⅰ
公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

調
整
方
針
は
、

1．

1
市
3
町
に
共
通
し
て
い
る
団
体
は
、

合
併
時
に
統
合
す
る
よ
う
調
整
に
努
め

る
。

2．
1
市
3
町
に
共
通
し
て
い
る
団
体
で
、

統
合
に
時
間
を
要
す
る
団
体
は
、
将
来

統
合
す
る
よ
う
調
整
に
努
め
る
。

3．

各
市
町
独
自
の
団
体
は
、
現
行
の
と

お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

4．

各
市
町
独
自
の
団
体
で
、
公
共
的
活

動
の
範
囲
を
新
し
い
市
域
に
拡
大
す
る

必
要
の
あ
る
団
体
は
、
新
市
に
お
い
て

調
整
す
る
。

Ⅱ

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
そ
の
3
）

・
戸
籍
・
届
出
事
務
関
係
で
は
、
業
務
体

制
に
関
す
る
こ
と

・
国
民
年
金
関
係
で
は
、
概
要
に
関
す
る

こ
と
、
在
日
外
国
人
老
齢
・
障
害
福
祉

年
金
に
関
す
る
こ
と
、
老
齢
福
祉
・
障

害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
定
時

届
に
関
す
る
こ
と
、
申
請
免
除
に
関
す

る
こ
と

・
国
際
交
流
関
係
で
は
、
姉
妹
都
市
・
友

好
都
市
と
の
交
流
推
進
に
関
す
る
こ

と
、
国
際
交
流
施
設
の
設
置
・
運
営
管

理
に
関
す
る
こ
と
、
国
際
交
流
員
の
招

致
に
関
す
る
こ
と
、
外
国
人
へ
の
情
報

提
供
等
に
関
す
る
こ
と

・
男
女
参
画
関
係
で
は
、
総
合
計
画
に

関
す
る
こ
と
、
女
性
人
材
育
成
に
関

す
る
こ
と
、
啓
発
に
関
す
る
こ
と
、

情
報
提
供
に
関
す
る
こ
と
、
相
談
に

関
す
る
こ
と

次
回
の
協
議
会
で
協
議
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
新
市
名
称
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に

つ
い
て
も
報
告
さ
れ
ま
す
。
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市
町
村
合
併
を

考
え
る

第11回合併協議会

日　時 7月23日（水）13：30～

会　場 豊郷町隣保館　デイルーム

※会議は公開を原則としていますので傍聴することが

できます。傍聴希望者は、開始15分前までに受付

をしてください。ただし会場は各市町持ち回りのた

め、会場の規模によって定員が異なります。なお、

定員を超えた場合は抽選となります。

制度別 対象となる方
所得制限
の有無

申請に必要なもの

乳 幼 児

改正 通院：4歳未満の乳幼児
入院：就学前までの乳幼児

無 健康保険証・印鑑

重度心身
障害者（児）
（0～64歳）

（1）身体障害者手帳1～2級の方
（2）身体障害者手帳3級かつ知的障害中度の方
（3）知的障害が重度（療育手帳A）の方
（4）特別児童扶養手当支給対象児童で1級の方

有
健康保険証・印鑑
身体障害者手帳または療育手帳
または特別児童扶養手当証書

重度心身
障害老人

（1）老人保健該当者で身体障害者手帳1～2
級の方

（2）身体障害者手帳3級かつ知的障害中度の方
（3）知的障害が重度（療育手帳A）の方

有
健康保険証・印鑑
老人保健医療受給者証
身体障害者手帳または療育手帳

母子家庭
配偶者のいない女子が18歳未満の児童を現
に扶養しているときの母と児童

有 健康保険証・印鑑

父子家庭
配偶者のいない男子が18歳未満の児童を現
に扶養しているときの父と児童

有 健康保険証・印鑑

一 　 人
暮 ら し
寡 　 婦

配偶者のいない女子で、かつて配偶者のい
ない女子として18歳未満の児童を扶養して
いたことがあり、一人暮らしの状態が1年以
上継続している65歳未満の方

有 健康保険証・印鑑

一 　 人
暮 ら し
高齢寡婦

新設 配偶者のいない女子で、かつて配偶者のい
ない女子として18歳未満の児童を扶養して
いたことがあり、一人暮らしの状態が1年以
上継続している65歳から70歳未満の方

有 健康保健証・印鑑

65～69歳
老 　 人

改正

町民税の課せられていない世帯に属する方 有 健康保険証・印鑑

精神障害
者通院医
療 助 成

（1）精神障害者保健福祉手帳1級の方
（2）精神障害者保健福祉手帳2級かつ身体障害
者手帳3級の方

※精神障害者通院医療費公費負担の適用さ
れた方の通院医療費の5％を助成

有

健康保険証・印鑑
精神障害者保健福祉手帳
身体障害者手帳
（精神障害者保健福祉手帳2級の方）
老人保健医療受給者証
（老人保健該当の方）

※平成15年1月2日以降に多賀町に転入された方、および町外在住の方の健康保険に加入され
ている場合、その方の課税証明が必要になります。（乳幼児は不要）

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？



犬
上
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

な
つ
ま
つ
り

犬
上
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
15

年
度
の
な
つ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
■
7
月
23
日
（水）
17
時
〜

場
所
■
犬
上
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ

い
広
場
（
雨
天
時
デ
イ
ホ
ー
ル
）

問
い
合
わ
せ
先
■
犬
上
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

㈲
3
‐
2
6
0
0
（電）
4
8
‐
2
6
0
0

保
育
士
の
登
録
制
度

現
在
、
保
育
士
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い

る
方
は
、
都
道
府
県
知
事
に
登
録
す
る
必
要

が
あ
り
、
保
育
士
証
が
交
付
さ
れ
て
初
め
て

保
育
士
と
名
乗
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

保
育
士
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
登
録
し
な
く
て
も
資
格
が
な

く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

今
後
保
育
士
と
し
て
業
務
を
行
お
う
と
考
え

て
い
る
方
は
、
業
務
に
就
く
ま
で
に
登
録
を

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

登
録
用
紙
は
役
場
福
祉
保
健
課
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
■
登
録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー

（
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
1
丁
目
1
‐
8

青
山
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ビ
ル
）
登
録
案
内

専
用
電
話
　
0
1
2
0
‐
0
4
1
9
4

3
（
平
日
の
10
時
〜
18
時
）
音
声
案
内

お
よ
び
F
A
X

0
3
‐
5
4
8
5
‐

3
1
3
3
（
終
日
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.h
o
iku
s
h
i.jp
/

平
成
１５
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

願
書
受
付
期
間
■
8
月
1
日
（金）
〜
9
月
1
日
（月）

受
付
場
所
■
滋
賀
県
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

試
験
日
■
11
月
4
日
（火）

試
験
場
所
■
職
員
会
館
大
ホ
ー
ル
（
県
庁
西
隣
）

問
い
合
わ
せ
先
■
多
賀
町
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
㈲
2
‐
3
7
4
1
（電）
4
8
‐
8

1
2
3

訪
問
介
護
員
の
仕
事
を
す
る

シ
ニ
ア
の
た
め
の
介
護
講
習
会

介
護
サ
ー
ビ
ス
需
要
に
応
え
る
た
め
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
介
護

の
仕
事
を
し
よ
う
と
す
る
方
の
た
め
の
講
習

で
す
。
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

2
級
の
「
資
格
」
が
取
得
で
き
ま
す
。

日
時
■
9
月
1
日
（月）
か
ら
11
月
28
日
（金）
ま
で

の
間
に
17
回
　
別
に
実
習
4
回
（
日
時

未
定
）
全
21
回

9
時
〜
17
時（
講
義
日
に
よ
り
異
な
る
）

場
所
■
《
講
義
》
長
浜
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
臨
湖
）
《
演
習
》
聖
泉
大
学

《
実
習
》
別
会
場

対
象
■
57
歳
以
上
65
歳
ま
で
の
方

内
容
■
講
習
（
講
義
・
演
習
・
実
習
）

定
員
■
30
人（
超
過
の
と
き
は
抽
選
器
で
抽
選
）

費
用
■
無
料
、
教
材
は
支
給

申
し
込
み
方
法
■
往
復
は
が
き
に
、
講
習
名

（
介
護
講
習
）、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
（
生
年
月
日
）、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、
8
月
20
日
（
必
着
）
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
■
（社）
滋
賀
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
　
〒
5

2
0
‐
0
0
5
1
大
津
市
梅
林
一
丁
目

3
‐
1
0

（電）
0
7
7
‐
5
2
5
‐
4

1
2
8

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

最
近
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
「
未
払
い

債
権
回
収
を
装
う
架
空
請
求
」
の
相
談
が
激

増
し
て
い
ま
す
。

突
然
、
架
空
請
求
が
送
ら
れ
て
き
た
ら
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

●
利
用
し
た
（
借
り
た
）
覚
え
の
な
い
請
求

は
無
視
し
て
、
支
払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

架
空
か
も
し
れ
な
い
が
念
の
た
め
家
族
同

士
で
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
脅
す

よ
う
な
文
言
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
不
安
が

ら
ず
毅き

然
と
し
て
冷
静
に
対
応
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

●
電
話
を
か
け
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
て

も
、
か
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

業
者
に
電
話
番
号
等
の
新
た
な
個
人
情
報

を
知
ら
れ
る
と
別
の
手
段
を
使
っ
て
の
請
求

の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
個
人
情
報
は
む
や

み
に
提
供
し
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
後
で
証
拠
と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
請

求
の
は
が
き
等
は
捨
て
な
い
で
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

●
根
拠
の
な
い
悪
質
な
取
り
立
て
が
繰
り
返

さ
れ
る
と
き
は
、警
察
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
■
滋
賀
県
立
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（電）
2
7
‐
2
2
3
3

５５
周
年
を
迎
え
た
検
察
審
査
会

検
察
審
査
会
は
、
7
月
12
日
に
検
察
審
査

会
法
施
行
55
周
年
を
迎
え
ま
す
。
検
察
官
が

被
疑
者
（
犯
人
と
思
わ
れ
る
人
）
を
裁
判
に

か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
よ

し
あ
し
を
、
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ

た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
審
査
す
る
、
そ
れ

が
検
察
審
査
会
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、
彦

根
検
察
審
査
会
事
務
局
（
電
話
2
2
‐
0
1

6
7
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
育
児
や
介
護
か
ら
手
が
離
れ
た
ら
、

も
う
一
度
働
き
た
い
」
と
い
う
皆
さ
ん
へ

（財）
21
世
紀
職
業
財
団
で
は
、
登
録
者
の
再

就
職
の
準
備
を
、
長
期
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
き
ま
す
。
妊
娠
、
出
産
、
育
児
ま
た

は
介
護
の
た
め
に
退
職
し
た
方
で
、
将
来
、

働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
再
就
職
を
希

望
す
る
方
が
対
象
で
す
。登
録
は
無
料
で
す
。

・
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
R
e
・
B
e
ワ

ー
ク
セ
ミ
ナ
ー（
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
）

に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

・
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情
報
誌
「
R

e
・
B
e
」
の
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
に
よ

る
送
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
教
育
訓
練
の
受
講
に
対
す
る
経
費
援
助
が

受
け
ら
れ
ま
す
（
1
割
相
当
額
）。

・
再
就
職
の
準
備
な
ど
に
つ
い
て
の
個
別
相

談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
■
（財）
21
世
紀
職
業
財
団
滋
賀

事
務
所
　
（電）
0
7
7
‐
5
2
3
‐
5
1

4
1
（Ｆ）
0
7
7
‐
5
2
3
‐
5
2
4
9

■ 広報 2003年7月号13

「
米
政
策
改
革
大
綱
」
が
平
成
14
年
12
月

3
日
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
生
産
調
整
が
始

ま
っ
て
か
ら
実
に
30
数
年
経
過
し
、こ
の
間
、

幾
度
に
わ
た
っ
て
政
策
の
見
直
し
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
需
給
調
整
を
は
じ

め
、
流
通
制
度
、
経
営
・
構
造
政
策
に
及
ぶ

基
本
的
な
改
革
は
今
回
初
め
て
で
す
。
こ
の

大
綱
に
基
づ
き
具
体
的
な
政
策
が
平
成
16
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
米
づ
く
り
の
本
来

あ
る
べ
き
姿
」（
消
費
者
・
市
場
重
視
の
考
え

方
に
立
っ
て
需
要
に
即
し
た
「
売
れ
る
米
づ

く
り
」）
を
平
成
22
年
ま
で
に
実
現
す
る
と
い

う
点
で
す
。
と
り
わ
け
、
需
給
調
整
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
に
農
業
者
と

J
A
な
ど
農
業
者
団
体
が
主
役
と
な
っ
た
シ

ス
テ
ム
を
国
と
連
携
し
て
構
築
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
農
業
者
・
農
業

者
団
体
の
自
主
的
、
主
体
的
取
り
組
み
の
強

化
を
め
ざ
す
も
の
と
し
、
平
成
18
年
度
に
農

業
者
・
農
業
者
団
体
が
主
役
と
な
る
生
産
調

整
に
移
行
で
き
る
の
か
ど
う
か
を
検
証
し
ま

す
。
ま
た
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
平
成
20
年
度

以
前
に
前
倒
し
す
る
こ
と
を
判
断
す
る
こ
と

も
あ
わ
せ
て
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
農
業
者
・
農
業
者
団
体
が
主
役
と

な
る
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
国
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
の
役
割
を
食
糧
法
上
明
確
に
位
置
づ

け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
綱
が
め
ざ
す
も
の

1．
「
米
づ
く
り
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
」
を

平
成
22
年
度
ま
で
に
実
現

2．

平
成
20
年
度
か
ら
は
農
業
者
・
農
業
者

団
体
が
主
役
と
な
る
需
給
調
整
を
国
と
連
携

プ
ロ
農
業
経
営
者
の
成
長
・
拡
大
を
支
援

し
、
21
世
紀
の
食
料
安
定
供
給
体
制
を
構

築 担
い
手
の
育
成
が
遅
れ
、
生
産
構
造
が

脆ぜ
い

弱
多
様
な
需
要
に
応
え
て
、
消
費
者
が
求
め

る
米
の
供
給
体
制
を
構
築

食
生
活
の
変
化
の
中
で
、
増
え
て
い
る
外

食
、
中
食
需
要
に
応
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、

全
体
と
し
て
米
の
需
要
量
が
減
少

し
て
構
築
（
18
年
度
に
移
行
へ
の
条
件
整
備

等
の
状
況
を
検
証
）

平
成
１６
年
度
か
ら
の
当
面
の

需
給
調
整
の
し
く
み

当
面
の
需
給
調
整
に
お
い
て
は
、
需
要
に

即
応
し
た
米
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
従

来
の
減
反
面
積
の
配
分
か
ら
生
産
目
標
数
量

を
配
分
す
る
方
式
へ
転
換
さ
れ
ま
す
。

当
面
の
需
給
調
整
の
概
要

・
国
は
、
公
正
・
中
立
な
第
三
者
機
関
的
な

組
織
の
助
言
を
得
て
、
透
明
な
手
続
き
の
下

に
、
需
給
情
報
を
策
定
・
公
表

・
都
道
府
県
別
の
生
産
目
標
数
量
は
、
第
三

者
機
関
的
な
組
織
の
助
言
を
得
て
、
在
庫
状

況
や
販
売
動
向
等
を
勘
案
し
た
客
観
的
な
需

要
予
測
を
基
に
設
定
（
生
産
目
標
数
量
は
、

行
政
お
よ
び
農
業
者
団
体
の
両
ル
ー
ト
で
配

分
）

・
農
業
者
へ
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
生
産
目

標
数
量
と
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
を
地
域
の
単
収

に
基
づ
き
換
算
し
た
作
付
目
標
面
積
も
配
分

（
生
産
調
整
の
達
成
・
未
達
成
の
確
認
は
、

水
稲
作
付
面
積
に
よ
り
確
認
）

・
地
域
間
調
整
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

面
積
に
よ
る
調
整
か
ら
数
量
に
よ
る
調
整
に

自
主
的
・
主
体
的
調
整
体
制
に
転
換
し
、

農
業
経
営
者
の
創
意
工
夫
を
生
か
す

国
が
県
・
市
町
村
を
通
じ
て
生
産
調
整
面

積
を
配
分
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
者
に

は
強
制
感

変
更
す
る
ほ
か
、
農
業
者
間
の
調
整
等
が
活

発
化
す
る
よ
う
な
し
く
み
を
検
討

産
地
づ
く
り
推
進
交
付
金

地
域
の
多
様
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た

め
、
全
国
一
律
の
方
式
か
ら
転
換
し
、
水
田

農
業
の
産
地
づ
く
り
を
進
め
る
対
策
と
米
価

下
落
対
策
の
2
本
柱
か
ら
な
る
「
産
地
づ
く

り
推
進
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

担
い
手
経
営
安
定
対
策

新
た
な
米
政
策
で
は
、
米
価
下
落
に
よ
る

稲
作
収
入
の
減
少
の
影
響
が
大
き
い
担
い
手

を
対
象
に
、
産
地
づ
く
り
推
進
交
付
金
の
米

価
下
落
影
響
緩
和
対
策
に
整
合
的
に
上
乗
せ

し
、
稲
作
収
入
の
安
定
を
図
る
「
担
い
手
経

営
安
定
対
策
」
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

過
剰
米
処
理
対
策

こ
れ
ま
で
は
、
収
穫
後
に
過
剰
米
を
ど
の

よ
う
に
処
理
す
る
か
を
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
あ
ら
か
じ
め
豊
作
に
よ
る

過
剰
米
が
発
生
し
た
と
き
に
備
え
た
「
過
剰

米
短
期
融
資
制
度
」
を
創
設
し
ま
す
。

産
地
づ
く
り
推
進
交
付
金
、
担
い
手
経
営

安
定
対
策
お
よ
び
過
剰
米
処
理
対
策
の
単
価

等
は
、
現
時
点
で
の
農
林
水
産
省
案
で
す
。

詳
し
く
は
、

多
賀
町
役
場
　
農
林
商
工
課
ま
で
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たばこを買うときは、地元の小売店で買いましよう。 税

■ 広報 2003年7月号15

■平成15年度から
国民健康保険税の税率が改正されることになりました

改正の理由として、現在の社会情勢、高齢化による医療給付費の増大等を考慮し、国保会計の安定化を図り、負

担割合の適正化（応能割：応益割＝50：50に近づける）を行うため、また軽減措置の拡大を取り入れることを主

な理由として改正を行います。

応能割 各世帯の所得に応じて課税する所得割額

各世帯の資産に応じて課税する資産割額

応益割 被保険者一人当たりに課税する均等割額

被保険者一世帯当たりに課税する平等割額

軽減措置の拡大とは、世帯の国保加入者全員（他

の医療保険に加入している世帯主を含む）の所得金

額の合計額が一定の基準額より低い世帯で均等割・

平等割を軽減する割合が、現行6割を7割に、4割を

5割に拡大し、さらに2割軽減を新たに設けました。2割軽減は、申告制で申請期限内に申告された世帯のみ適用で

きます。

2割軽減対象世帯には、税務課から『2割軽減申請書』を送付し、6月末日までに申請された世帯のみ所得見込を

審査し適用することとなっています。

多
賀
町
国
民
健
康
保
険

人
間
ド
ッ
ク
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

多
賀
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
保
険
事
業

の
一
環
と
し
て
人
間
ド
ッ
ク
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
不
安
に
思
っ

て
い
る
健
康
状
態
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
チ

ェ
ッ
ク
し
、
疫
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

を
促
す
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
な
ら
ど
な
た
で
も
受
診

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
環
境
生

活
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
内
容
■
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
…
朝
か
ら

お
昼
過
ぎ
ま
で

一
泊
人
間
ド
ッ
ク
…
朝
か
ら
翌
日
の
お

昼
過
ぎ
ま
で

助
成
金
額
■
費
用
額
の
2
分
の
1（
た
だ
し
、

1
0
0
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

【
限
度
額
】

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
…
2
0，
0
0
0
円

一
泊
人
間
ド
ッ
ク
…
4
0，
0
0
0
円

募
集
定
員
■
助
成
金
総
額
6
0
0，

0
0
0

円
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
方
法
■
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

で
受
診
し
て
か
ら
、
領
収
書
を
多
賀

町
役
場
環
境
生
活
課
（
国
民
健
康
保

険
係
）
へ
申
請
書
と
と
も
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

戸
籍
事
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

さ
れ
ま
し
た
！

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
6

月
2
日
無
事
稼
動
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
り
、
横
書
き
の
見

や
す
い
証
明
書
が
住
民
の
方
に
よ
り
早
く
発

行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▲導入後最初の申請者の安田さん（写真左）
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知ってますか？税の
こんなことあんなこと
税務課 ㈲2‐2041（電）48‐8113 E-mail zei@tagatown.jp

環
境
生
活
課
㈲
2-

2
0
3
1
（電）
4
8-

8
1
1
4E

-m
a
ilk
a
n
k
y
o
@
ta
g
a
to
w
n
.jp

おめでた・おくやみ 5月20日～6月21日 届出分【環境生活課】

生まれました

★中村　咲織 （猿　木） 泰　敏
　　（な か む ら さ お り）　　

千恵子

★星居　希実 （中川原） 孝　之

愛実　 美智子

★村田　　葵 （藤　瀬） 和　明
　　（む ら た あおい）　　

英里子

★塚本　悠斗 （多　賀） 誠　也
　　（つ か も と 　 ゆ う と ）　　

由里子

★山本　一太 （敏満寺） 年　和
　　（や ま も と 　 い っ た ）　　

みゆき

★本多　　快 （多　賀） 正　浩
　　（ほ ん だ か い）　　

有　美

★菊河　栄佑 （久　徳） 義　和
　　（き く か わ え い す け）　　

よしみ

★永曽　大雅 （四　手） 雅　一
　　（え い そ た い が ）　　

美保子

★原田　悠暉 （敏満寺） 龍　典
　　（は ら だ ゆ う き ）　　

直　美

おくやみ申しあげます

◆岸本豊次郎 （萱　原） 82歳

◆坂上　キミ （富之尾） 82歳

◆西林　美一 （霜ケ原） 67歳

◆宮川　健治 （中川原） 77歳

結婚しました

Q松永　正一 （久　徳）
込山　優子

Q齋藤　嘉彦 （敏満寺）
大西　裕子

区　分
医療分 介護分

現行 改正後 現行 改正後

所得割 5.20％ 5.20％ 0.60％ 0.75％

資産割 45.00％ 20.00％ 6.10％ 6.00％

均等割 14,600円 21,000円 6,800円 6,800円

平等割 17,400円 19,000円 4,100円 4,000円

超過限度額 530,000円 530,000円 70,000円 80,000円

低所得者軽減率 6割・4割 7割･5割･2割 6割・4割 7割･5割･2割

応能：応益 63：37 52：48 44：56 50：50

応
益
割

応
能
割

今月の町税（納期限7月31日）固定資産税　第2期　　国民健康保険税　第3期

皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあいの郷」では、毎
月トレーニング室で健康セミナーを開催しています。6月～8月は
シェイプアップ教室です。
『スリムにきれいになろう！』をテーマにしています。なお、通常
のトレーニング室のご利用には、利用講習会を受講していただく
必要があります。
ぜひ、受講していただき健康づくりにお役立てください。

〈シェイプアップ教室〉
8月12日（火） 10：30～11：15
23日（土） 13：30～14：15
23日（土） 18：00～18：45

〈利用講習会〉
8月12日（火） 13：30～14：30
23日（土） 14：30～15：30
23日（土） 19：00～20：00

［利用対象者］ 18歳以上の方
［利用料］ 町内在住・在勤の方　200円

町外の方　300円
［その他］ 運動のできる服装・運動靴・タオルをご準備ください。
［トレーニング室利用時間］

10:00 12:00 13:00 20:30

8月にトレーニング室が利用できない日
毎週日曜日、第2・4月曜日、祝祭日

月～土

多賀町総合福祉保健センター　ふれあいの郷
有線 2-2021 電話 48-8115 E-mail fukushi@tagatown.jp

実施日� 受付時間� 場所�対象者�

 8月26日（火）�

 8月12日（火）�

 8月 5日（火）�

 8月27日（水）� 13:40～14:00

13:15～13:30

 8月 5日（火）� 13:00～13:15

 8月12日（火）� 13:00～13:15

保健センター行事（15年8月）�

行事名�

健�
康�
相�
談�

乳�
児�
健�
診�

10:00～11:00

随　　　　　　　　　時�

 8月18日（月）�
13:00～13:15

多
賀
町
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
郷�

す く す く 相 談 �

す こ や か 相 談 �

生 き 生 き 相 談 �

介 護 相 談 �

整 形 外 科 健 診 �

3 ～ 4 カ 月 児 �
（離乳食教室）　�

9 ～ 1 0 カ 月 児 �

2才 6カ月児歯科健診�

3 才 6 カ 月 児 健 診 �

子どもさんの健康、子育てについて等子どもさん
に関するご相談を受け付けています。�
ご自分の健康について、ご相談になりたい方は、
お気軽にご利用ください。血圧測定、尿検査、体
脂肪測定も無料でできます。�
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と不安に
思われる方ならどなたでもご相談ください。�

痴ほうや寝たきり等の方のお世話でお困りの方�
�
H15年5月・6月生まれの乳児�
�
H15年4月生まれの乳児�
�
H14年10月生まれの乳児�
�
H13年1月・2月生まれの幼児�
�
H12年1月・2月生まれの幼児�

☆各健診および予防接種には必ず母子手帳・予診表（のびっこ手帳の中を記入して）をご持参ください。�
☆2才6カ月児歯科健診、3才6カ月児健診（尿検査があります）を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきて
ください。�

☆9～10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。�

多賀町福祉保健センター　ふれあいの郷　トレーニング室からのお知らせ

ふれあいの郷はもうすぐ
3歳を迎えます。

一般浴室

北海道二股温泉の人工泉です。庭園

を眺めながらの入浴で、心身ともに

リフレッシュしませんか。

■利用時間

13：00～20：30

■料金

★毎週金曜日、ふれあいの郷巡回バ

スも運行しています。ぜひご利用

ください。

★詳しくは多賀町ホームページ「ふ

れあいの郷」をご覧ください。

町内の方 町外の方

乳　幼　児 無　 料 無　 料

中学生以下 100円 150円

一　　　般 200円 300円

65歳以上 100円 150円

保健センター行事 （平成15年8月）

（ほ　し　い　　　　の　ぞ　み　）

（ま　な　み）


